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一 般 質 問 通 告 整 理 表 
 
 
 

令和７年第４回（６月）定例会 

質 問 日 

質

問

順 

氏   名 
質問

方式 
備  考 

６月２７日（金） 

１ 尾 花   功 (４５分) 
一問

一答 
午前１０時予定 

２ 北 田 健 治 (４５分) 
一問

一答 

３ 久 保 浩 二 (６０分) 
一問

一答 
午後１時予定 

４ 谷   貞 見 (６０分) 
一問

一答 

６月３０日（月） 

５ 加 藤 喜 則 (６０分) 
一問

一答 
午前１０時予定 

６ 松 上 京 子 (５０分) 
一問

一答 

７ 橘   智 史 (５０分) 
一問

一答 
午後１時予定 

８ 笠 松 美 奈 (５０分) 
一問

一答 

７月１日（火） 

９ 浅 山 誠 一 (３０分) 
一問

一答 
午前１０時予定 

10 前 田 か よ (６０分) 
一問

一答 

※ 一括（一括質問・一括答弁方式）、分割（分割質問方式）、一問一答（一問一答方式） 

  



①  尾 花   功 議 員 （４５分） ※一問一答方式 

 

 

１．世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」の持続的継承について 

 

（１）地球規模の気候変動による梅の栽培環境の変化について 

 

（２）栽培方法の確立、共有について 

 

（３）日本ミツバチの生態調査について 

 

 

２．和歌山県内８ＪＡの合併について 

 

（１）県１合併について 

 

（２）販売促進活動について 

 

（３）今後の連携について 

 

 

３．その他  



②  北 田 健 治 議 員 （４５分） ※一問一答方式 

 

 

１．梅加工業者への支援について 

 

（１） 原料不足に対する支援について 

 

（２）ひょう傷果の価値向上に向けた取組について 

 

 

２．空き家対策について 

 

（１）空き家の流通状況について 

 

（２）特定空き家群を発生させないために 

 

（３）ふるさと納税を活用した空き家管理について 

 

 

３．その他 

 

 

  



③  久 保 浩 二 議 員 （６０分） ※一問一答方式 

 

 

１． 介護保険制度の現状について 

 

（１）訪問介護事業所、ヘルパーの状況について 

 

ア． 現状認識 

 

イ． 今後の見通し 

 

  ウ．支援対策 

 

（２）介護サービスの状況について 

 

ア． 現状認識 

 

  イ．今後のサービス提供の取組について 

 

（３）ケアマネージャーの状況について 

 

ア． 現状認識 

 

イ． 地域包括支援センターのケアマネージャーの現状について 

 

  ウ．改善対策は 

 

 

２．高齢者の生活支援について（孤独死防止対策の取組） 

 

（１）田辺市在宅介護支援センターの役割 

 

（２）必要な介護サービス、見守り等ができているのか 

 

 

３．その他 

 

  



④  谷   貞 見 議 員 （６０分） ※一問一答方式 

 
 
１．教職員の職場環境について 
 
（１）教職員間における人権侵害、ハラスメント、いじめ等の実態把握に関する仕組みに

ついて 
 

ア．定期的なアンケートや実態調査の有無とその頻度 
 
イ． 調査結果の分析及び対応方針 

 
（２）校内・教育委員会内におけるチェック機能・監視体制について 
 

ア． 校長・管理職による職場環境の把握・是正の取組 
 
  イ．第三者機関や外部の視点を取り入れた監視体制の有無 
 
（３）相談・通報体制の整備状況について 
 

ア． 教職員が相談できる窓口の有無（校内・教育委員会・外部） 
 

イ． 匿名での相談・通報が可能かどうか 
 

  ウ．通報後の対応・再発防止策の流れ 
 
（４）人権意識向上・ハラスメント防止のための研修や啓発活動について 
 

ア． 管理職及び一般教職員向けの研修の実施状況 
 
  イ．教職員間の人権・コンプライアンス意識向上に関する施策 
 
 
２．学校プールについて 
 
（１）水泳授業の現状について 
 

ア． 水泳授業の位置付け 
 

イ． 水泳授業日数 
 

ウ． 水泳授業ができなかった場合の取扱い 
 

  エ．現在の水泳授業の在り方についての見解と今後の方向性 
 
（２）プール施設の現状について 
 

ア． プール施設の経過年数や老朽化の状況 
 

イ． プール施設の維持管理の現状及び今後想定される改修等 
 

ウ． プール施設の年間使用状況及び年間維持管理経費 
 
（３）学校プールの今後の在り方について 
 

ア．水泳授業の現状及びプール施設の現状を合わせた上での検討課題及び今後の在り
り方 

 
 
３．その他 
 



⑤  加 藤 喜 則 議 員 （６０分） ※一問一答方式 

 

 

１．ユニバーサル社会の形成のための環境整備について 

 

（１）行政局の役割と重要性について 

 

（２）市民が利用しやすい行政局の環境整備について 

 

ア．コインベンダー付きコピー機（複合機）の設置について 

 

  イ．相談窓口での軟骨伝導イヤホンの設置について 

 

  ウ．トイレの洋式化について 

 

  エ．男性用トイレのサニタリーボックスの設置について 

 

（３）行政局の今後の整備について 

 

（４）新庄総合公園のトイレの整備について 

 

 

２．その他 

 

  



⑥  松 上 京 子 議 員 （５０分） ※一問一答方式 

 

 

１．田辺市第２期自殺対策計画について 

 

（１）孤立を防ぐための具体的な取組について 

 

ア．自殺リスクの高い中高年男性や高齢者に対する取組について 

 

  イ．孤立を解消する居場所づくりについて 

 

（２）児童・生徒のＳＯＳの出し方教育について 

 

（３）ゲートキーパーの養成について 

 

（４）庁内連携と計画実行体制について 

 

 

２． 命を守る熱中症対策について 

 

（１）高齢者の熱中症対策について 

 

ア．見守りや声かけ、啓発について 

 

イ． 涼み処の開設について 

 

（２）学校における熱中症対策について 

 

ア．熱中症警戒アラートや暑さ指数（ＷＢＧＴ）の活用について 

 

イ．体育館利用時や運動時の対策について 

 

  ウ．スポーツ飲料等の自動販売機設置について 

 

 

３．その他 

  



⑦  橘   智 史 議 員 （５０分） ※一問一答方式 

 

 

１．農林水産業の振興に係る政策展開について 

 

（１）本市の基幹産業である農林水産業の振興対策について 

 

（２）海業の推進について 

 

（３）農山漁村地域における地域おこし協力隊について 

 

（４）地域活性化起業人制度について 

 

 

２．その他 

  



⑧  笠 松 美 奈 議 員 （５０分） ※一問一答方式 

 

 

１．脱炭素社会に向けた取組について 

 

（１）本市におけるこれまでの地球温暖化対策について 

 

（２）今後の地球温暖化対策の目標と取組について 

 

（３）ゼロカーボンシティの表明について 

 

（４）2050 年の目標実現に向けて市民を交えた話し合う場について 

 

 

２．市立幼稚園の現状について 

 

（１） 現在の園児数について 

 

（２） 市立幼稚園へのニーズについて 

 

ア． ３歳児からの入園について 

 

イ． 他のニーズは 

 

（３） 市立幼稚園の特長を生かした取組について 

 

ア． 幼小の連携 

 

イ． 未就園児への支援 

 

（４）認知度を上げるための方策について 

 

 

３．その他 

  



⑨  浅 山 誠 一 議 員 （３０分） ※一問一答方式 

 

 

１．第６期目となる真砂市長の所信表明について 

 

（１）「人口減少問題への対応」を最重要課題とした経緯と対策の方向性について 

 

（２）地域コミュニティの再構築について 

 

（３）大学構想について 

 

（４）行財政改革について 

 

（５）「未来志向のまちづくり」とは 

 

 

２．その他 

  



⑩  前 田 か よ 議 員 （６０分） ※一問一答方式 

 

 

１．交通指導員の報酬支給方法について 

 

（１）報酬支給方法の現況について 

 

（２）報酬の個人支給について 

 

 

２．奨学金返還支援による若者の地域定着の推進について 

 

（１）若者の転入出の実態について 

 

（２）若者の地域定着推進の取組について 

 

（３）大学生の生活実態について 

 

（４）奨学金返還支援の創設について 

 

 

３．その他 

 

 


